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	応用
	抗原情報
	背景
	ペルオキシソーム増殖因子（脂質低下薬や脂肪酸など）に結合する受容体。リガンドによって活性化されると、この受容体はアシルCoA酸化酵素遺伝子のプロモーターエレメントに結合し、その転写を活性化する。したがって、脂肪酸のペルオキシソームβ酸化経路を制御する。脂肪細胞の分化とグルコース恒常性の重要な制御因子である。ペルオキシソーム増殖因子（脂質低下薬や脂肪酸など）に結合する核内受容体。リガンドによって活性化されると、この受容体はDNA特異的PPAR応答エレメント（PPRE）に結合し、アシルCoA酸化酵素などの標的遺伝子の転写を調節する。したがって、脂肪酸のペルオキシソームβ酸化経路を制御する。脂肪細胞の分化とグルコース恒常性の重要な制御因子である。ARF6は、組織特異的脂肪細胞P2（aP2）エンハンサーの重要な制御因子として働く。 NF-κBを介した炎症誘発反応を抑制することで、腸管恒常性の重要な調節因子として作用する。血管におけるARNTL/BMAL1の転写を制御することで、心血管概日リズムの調節にも関与する（類似性による）。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) PC-3細胞溶解物、(3) THP-1細胞溶解物におけるPPARガンマ発現のウエスタンブロット解析。

